
京都市会議員

今回のテーマは 救命救急

急な病気やケガのときに、

「救急車を呼んだ方がいいのかな？」

「一晩様子を見ようかな」

など迷ったことはありませんか？

119番に電話？
それとも・・・

この１０％の不搬送を解消できれば

救急車利用の適正化にも繋がります

京都市の救急車・出動レポート（H２６）

救急出動の
年間経費

90%

10%
搬送 不搬送

救急出動した総件数
およそ８万件

H２６年度

年間で搬送のために
出動したうち、
およそ１０％が不搬送

不搬送：

通報により救急出動するも、
本人による辞退や、通報者と
本人が立ち去っている等によ
り搬送に至らない事例

救急車の搬送
にかかる費用 ３万２５０１円／１回

約２６億５０００万円

救急出動件数 約８万件

不搬送の件数 ８２０９件

✓ 救急相談センター導入の提案

✓ 救命救急率NO.1の都市に学ぶ口頭指導

✓ AED24時間体制の充実を要求

医療従事者が

アドバイスします！

そんな時には……

救急相談センターへTEL

主なサービス

・症状に基づく緊急性のアドバイス

・受信の必要性に関するアドバイス

・医療機関案内

※健康相談、医薬品情報やセカンドオピニオン
に関することは受けられません。

救急相談センターの仕組み

緊急性なし

急を要せば即、救急車を配車

救急相談センターの効果

✔ 119の判断・助言

✔ 救急不搬送の軽減
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心肺停止者の救命は、一分一秒を争います。

京都市では普通救命講習を実施していますが、
救命率の向上につなげるのは至難の業です。

１．伸び悩む救命率

京都市とシアトルの心肺停止者の救命率

シアトル
（アメリカ）

京都市

京都市の年間119番通報件数は8万3000件

通報時に心肺停止状態は約1300名

京都市でも救命率向上のために徹底した仕

組みを導入するよう議会で求めました。
普通救命講習と共に、いざという時に講習を
活かせる体制強化に向け動いております。
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心肺停止してからの経過時間（分）

心肺停止した人の救命率

救命処置をした場合

救急車が来るまで何もしなかった場合

救急車到着
京都市の平均6分30秒

脳細胞が死に始める3分

●911通報での口頭指導の内容（一部）

✔救急救命が必要な場合…

その場で電話口の相手に
心肺蘇生法の指導を即実施。

✔その場に居合わせて、躊躇ったり、
パニックになった市民に対して…

丁寧に寄り添い、
心肺が復活するまで、ないしは、
除細動器を積んだ救急車到着ま
で、電話を切ることはない。

そんな中、注目すべきモデルがアメリカのキ

ングカウンティ―群、シアトルにありました。

ＡＥＤ利用の環境改善を要求

ボックスに社名を掲載する企業が設置費用を負担することにより、AED設置を希望されている場所へ無料で設置することが可能。AEDの価格が高い
ために多く設置することが難しいと思われる地域単位でも検討が可能になります。このような民間アイデアを活用したさらなる取組みが大切です。

報補 情足 ～民間の広告活用でAEDを無料設置～

救われています。
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【参考】目撃された心原性心停止例の1か月後

生存率 社会復帰率

（総務省消防庁2010年集計）

京都市のAEDの設置場所を示すマップです

ただし・・・

市は24時間のAED対応箇所を未把握。

京都市内に設置されているAEDは

現在約3000箇所 あり、

９年間で800名あまり

市には早急に24時間対応の把握と拡充を要求

➡夜間に光るシール貼り付け開始（H29～）
市民に分かりやすいようネット掲載も要求。

の命が

善改

◎二重行政の弊害とも考えられる課題も・・・
京都府も独自のAED設置マップを作成していますが、
調べてみると、府の管轄する市内のAED設置箇所の多くが
市では把握できていないことが分かりました。
この点も議会で指摘し、府との情報共有がなされる予定です。

AEDは室内設置が大半で、夜間は使用環境が著
しく減少。

夜間のAED環境が不十分

119番通報時の確実に使用可能なAED設置
箇所のアナウンスが不可能

救命率はなんと京都市の6倍！

倒れている人がいたら、
CPR（救命処置）出来るけど、
不安なので911（日本でいう119番）
に電話するよ。

① 救命講習で正しい知識と実践
のイメージを持つこと

② いざという時の緊急通報時、
スムーズな口頭指導

1分で10％ずつ
救命率が減少

なぜなら、いざ

心肺停止の方に遭
遇すれば、心理的
なハードルはつき
まとうからです。

２．シアトルのとりくみ

シアトルの救命率が高い理由は、通報時の

“口頭指導”にあります。

シアトルでは着信後平均24秒で緊急性を察知
し、電話越しですぐに心肺蘇生の口頭指導を
実施します。

３．救命率を上げるには


